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おります。新しい研究プロジェクトとして、シリコ
ン表面に、脂質やタンパク質などの生体物質をそれ
らの生命機能を保持して集積する研究を開始いたし
ました。具体的にはイオンチャンネルを発現した細
胞を Si 基板に集積したプレーナー型イオンチャン
ネルバイオセンサーを作成し、生体内での情報伝達
機能を分子レベルで解明する研究を進めております

（下図）。また、これら集積構造の構造と機能の関係
を調べるため、原子間力顕微鏡と赤外反射吸収分光
を結びつけた新しい分子レベルでの生体機能構造の
解析手法の開発も進めております。
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　電子シンクロトロン放射光（ＳＲ光）は、物質と
の相互作用が大きいな真空紫外やＸ線の領域の光を
ビーム状に放射する光源で、我々のグループは、こ
の光を各種の固体表面に照射して色々なナノ構造を
作るとともに、このナノ反応場で、物質特に生体物
質がどのような反応性を示すかを調べたいと考えて

　チャンネルタンパク質と呼ばれる膜タンパク質は情報伝
達物質との相互作用や電圧によりイオンや物質の透過特性
が変わる（左図）。TRPV1 という感覚センサーであるイオ
ンチャンネルを発現させた HEK293 細胞を Si 基板の微細
孔に固定して作成したプレーナー型イオンチャンネルバイ
オセンサー（左下図）に情報伝達物質のカプサイシンを作
用させて、イオンチャンネル電流の観測に成功（下図）。
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